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 専門科目（午前）    ２６ 大修 

 土木工学（工学基礎）    時間９：３０～１１：００ 

 

問題２ 
以下の問いに答えよ．なお，導出の過程を明示すること． 

 

１．偏微分方程式に関する以下の問いに答えよ． 

(1) 1次元の波動方程式は，時間 t における位置 xでの変位を  txu , とすると，
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る（ cは定数）． ctxctx   , とおいたとき，この方程式は 0
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となることを示せ． 

(2) 上記(1)の結果を利用して，1次元の波動方程式の解が，      ctxgctxftxu , の形式で表せる

ことを示せ． 

(3) 上記(1)の波動方程式が  tLx 0,0 で定義され，以下の境界条件，初期条件が与えられたと

き，その解  txu , を求めよ．また，解が上記(2)の形式となっていることも示せ． 
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２．統計に関する以下の問いに答えよ． 

(1) ある工場で生産される製品から，無作為に 12n 個の標本を抽出し，その強度を調べたところ， 

次のような結果を得た： 6, 7, 5, 6, 6, 7, 6, 5, 8, 6, 4, 6 

このとき，標本平均値 X ，標本分散 2S ，不偏分散 2U を求めよ． 

(2) 上記(1)において，(a) 母分散 2.12  が既知のとき，及び，(b) 母分散が未知のときの， 

母平均 の 90%信頼区間を求めよ．ここで， X は平均 ，分散 n2 の正規分布に従い， 

これを標準化した
n

X
Z




 は，平均 0，分散 1の標準正規分布に従う． 

なお，この問いの解答に当たっては，表－1，表－2を用いてよい． 
 

表－1 標準正規分布表     zZPr となる z  

上側確率  0.10 0.05 0.025 

z  1.282 1.645 1.960 

表－2 t 分布表 自由度 で      ttPr となる  t  

上側確率  

自由度  
0.10 0.05 0.025 

11 1.363 1.796 2.201 

12 1.356 1.782 2.179 

13 1.350 1.771 2.160 

 


